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一般会計予算は２９億円

（財源）

（使いみち）

歳 入

歳 出

一般会計
２９ 億 ７０００ 万円

（ ５.４％増 ）

国から交付
されるお金
 １５ 億 ６９８５ 万円
（５２.９％）

国などからの
借入金
 ３ 億 ６９１０万円
（１２.４％）

国から
もらうお金
 ２ 億 ８８９２万円
（９.７％）

村民皆さん
からの税金
 ２ 億 ３５４５万円
（７.９％）

繰入金
 １ 億 ２３０１万円（４.１％）

県からもらう
お金
 １ 億 １６０１万円
（３.９％）

各種交付金
  ８０８４万円
（２.７％）

前年度からの
繰越金
  １０００万円（０.４％）

その他
 １ 億 ７６８２万円（６.０％）

人件費、
財産管理、
地域振興など
 ５ 億 ５７４３ 万円
（１８.８％）

道路、
住宅整備など
 ３ 億 ２１５７万円
（１０.８％）

福祉のために
 ４ 億 ７５９２万円
（１６.０％）

借金の返済に
 ３ 億 ９７７５万円
（１３.４％）

農林水産業の
振興のため
 ２ 億 ５５００万円
（８.６％）

消防費
 １ 億 ７７５４万円
（６.０％）

学校教育、
生涯学習、文化、
スポーツなど
 １ 億 ９９９３万円
（６.７％）

ごみ処理、
村の衛生のため
 ２ 億 ２５０２万円
（７.６％）

商工業、
観光振興のため
 ３ 億 ４００万円
（１０.２％）

議会運営のため
 ５４６６万円
（１.８％）

予備費、
災害復旧費ほか
 １１８万円
（０.１％）

特別会計の予算 ９億５２３０万円（前年度比０.３％増）

国民健康保険

 ４億３３５０   万円
前年度比２.３％減

国民健康保険診療施設

 ２億２８００   万円
前年度比３.２％減

 １億１７５０   万円
前年度比５.２％減

簡易水道

 １億１９６０   万円
前年度比３２.６％増

休養施設事業 漁業集落排水事業

 ２３６０   万円
前年度比４.８％減

 ３０１０   万円
前年度比３.８％減

後期高齢者医療事業

予
算
の
審
査
は

特
別
委
員
会
で

　

平
成
31
年
度
予
算
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総

額
は
39
億
２
２
３
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
、
４
・
１

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
の
一
般
会
計
予
算
は

29
億
７
０
０
０
万
円
で
５
・

４
％
の
増
、
６
つ
の
特
別
会
計

の
総
額
は
９
億
５
２
３
０
万
円

で
０
・
３
％
の
微
増
と
な
り
ま

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
５

３
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り

ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
商

工
費
（
前
年
度
比
２
７
１
・
７

％
増
）
や
衛
生
費
（
97
・
５
％

増
）
と
な
り
ま
す
。
主
な
事
業

と
し
て
は
、
国
立
公
園
利
用
拠

点
整
備
事
業
２
億
円
、
地
域
活

性
化
拠
点
施
設
「
道
の
駅
」
整

備
事
業
１
億
円
、
住
宅
環
境
整

備
事
業
１
６
６
０
万
円
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
・
街
路
灯
整
備
事
業

９
２
０
万
円
な
ど
で
す
。

３１
年
度
の
予
算
は
３９
億
円
！

　

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
平
成
３１
年
度
予
算
は
３９
億
２
２
３
０
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
４
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。
柾
屋
伸
夫
村
長

は
施
政
方
針
で
、
誰
も
が
よ
り
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
三
陸
沿
岸
道
路
が
全
線
開
通
す
る
な

ど
の
村
の
今
後
を
見
据
え
た
地
域
力
の
着
実
な
向
上
を
図
っ
て
い
く

と
述
べ
ま
し
た
。
次
に
、
予
算
の
中
身
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
予
算
は
、
中

村
裕
議
長
を
除
く
議
員
全
員

（
８
人
）
で
構
成
す
る
予
算
特

別
委
員
会
（
金
子
泰
男
委
員

長
）
を
設
置
し
、
３
日
間
慎
重

に
審
査
。
そ
の
結
果
、
全
会
計

と
も
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

１
億
５
３
０
０
万
円
増

31 年度の予算は
39億円。村のどんな
ことに使われる
のかな？

村の予算（歳入歳出予
算）は、村が年度に実施した
い事務・事業にどれほどの経費を
かけ、それをまかなう財源をどの
ように調達するかを計画し、金

額で表したものです
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■３月定例会－予算特別委員会の審議1

答　

で
き
る
だ
け
夏
タ
イ
ヤ
と

冬
タ
イ
ヤ
を
分
け
る
対
応
に
移

し
て
き
て
い
る
が
、
更
新
の
部

分
で
若
干
履
き
つ
ぶ
し
て
い
く

こ
と
も
あ
る
。

移
住
支
援
金
の
効
果
は

（
移
住
支
援
）

問　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
移

住
就
業
支
援
金
１
０
０
万
円
の

予
算
に
つ
い
て
、
一
世
帯
分
の

人
口
移
動
に
な
る
が
、
移
住
に

ど
の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る
と

思
う
か
伺
う
。

答　

31
年
度
に
新
た
に
創
設
さ

れ
る
県
と
市
町
村
の
広
域
連
携

で
、
東
京
23
区
ま
た
は
隣
接
す

る
３
県
か
ら
６
年
で
１
５
０
名

の
移
住
就
業
者
を
計
画
し
て
い

る
。
市
町
村
割
合
で
普
代
村
は

１
名
分
を
計
上
し
た
。

民
　
生
　
費

幅
広
い
世
帯
に
支
援
を

（
福
祉
政
策
）

問　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
金
に

つ
い
て
、
重
度
の
心
身
障
害
者

の
方
へ
の
助
成
だ
け
で
な
く
、

自
家
用
車
を
所
有
し
て
い
な
い

老
人
世
帯
な
ど
へ
の
助
成
は
で

何
％
か
は
あ
る
と
思
う
。「
青

の
国
」
で
の
取
り
扱
い
に
係
る

調
達
作
業
、
発
送
作
業
を
お
願

い
し
て
い
る
の
で
、
業
務
委
託

料
と
し
て
４
３
６
万
円
を
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

職
員
の
命
を
守
る

タ
イ
ヤ
管
理
を　

（
財
産
管
理
）

問　

公
用
車
の
管
理
と
し
て
伺

う
が
、
冬
タ
イ
ヤ
が
す
り
減
っ

て
い
て
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
職
員
の
命
の
安
全
に
も
関

わ
る
。
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
　
務
　
費

ふ
る
さ
と
納
税

青
の
国
利
益
は

（
観
光
振
興
）

問　

31
年

度
ふ
る
さ

と
納
税
目

標
額
４
０
０
０
万
円
と
あ
る
が

こ
れ
を
取
り
扱
う
「
青
の
国
」

に
は
ど
れ
く
ら
い
の
利
益
が
見

込
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

「
青
の
国
」
の
利
益
は
、「
青

の
国
」
で
の
取
り
扱
い
の
中
で

か
把
握
は
し
て
い
な
い
。
国
保

の
事
業
で
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
行
う
。
検
診
に
く
れ
ば
何

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
行
事
に
参
加

し
て
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
れ
ば
商

品
券
と
交
換
と
い
う
よ
う
な
予

定
で
進
め
て
い
る
。

児
童
虐
待
防
止

事
務
と
は　
　

（
児
童
福
祉
）

問　

児
童

虐
待
防
止

関
係
事
務

の
内
容
を
伺
う
。

答　

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会

が
あ
り
、
そ
の
中
に
児
童
虐
待

等
の
事
案
を
検
討
す
る
組
織
が

あ
る
。
村
の
事
務
担
当
者
が
調

整
機
関
で
、
資
格
や
講
習
を

も
っ
て
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

　

担
当
職
員
と
保
健
師
が
研
修

を
受
け
て
お
り
、
新
年
度
も
新

し
い
職
員
に
研
修
予
算
を
計
上

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

方
が
多
く

い
る
と
思

う
が
、
村

は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

在
宅
の
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
福
祉
会
に
委
託
し
て
い
る

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談

業
務
や
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
な
が

る
よ
う
行
っ
て
い
る
。

自
主
的
活
動
の
支
援

村
の
負
担
軽
減
も

（
住
民
支
援
）

問　

村
民
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
る
方
が
多
く
い
る
が
、

福
祉
課
で
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
提
案
で
あ
る
が
、
１
カ

月
に
15
日
歩
い
た
ら
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
る
な
ど
、

村
が
無
理
を
し
て
事
業
を
組
ま

な
く
と
も
、
村
民
が
自
主
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
を
支
援
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

何
人
の
方
が
歩
い
て
い
る

き
な
い
か
。

答　

村
の
方
で
も
そ
う
い
う
話

し
を
聞
い
て
い
る
。
昨
年
度
、

協
議
会
を
村
で
立
ち
上
げ
て
、

高
齢
者
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を

今
集
約
中
で
、
そ
れ
ら
を
持
ち

寄
り
会
議
を
開
く
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

在
宅
介
護
の
支
援
は

（
介
護
支
援
）

問　

う
ね
と
り
荘
は
常
に
満
床

で
、
簡
単
に
入
れ
な
い
状
況
の

中
、
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る

4

３１
年
度
予
算
を
審
議

ふだい議会だより   No.147
令和元年５月２３日発行

平
成
３１
年
度
予
算
の
審
議
は
、
議
員
８
人
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
金
子

泰
男
委
員
長
）
を
立
ち
上
げ
、
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
総
額
３９
億
２
２
３
０
万
円
の
内
容

を
３
日
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。
村
の
１
年
を
左
右
す
る
貴
重
な
予
算
に
関
す
る

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
７
㌻
ま
で
）

金子泰男予算特別委員長

久慈広域で使用できる福祉タクシー助成券

村の福祉を担う拠点、うねとり荘

予算の議決権は、
議会のみが有する権限
で議会の議決がなければ、
予算は使えないよ。

次
ペ
ー
ジ
も
質
疑
で
す
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農
林
水
産
業
費

マ
ツ
タ
ケ
造
成
は

（
林
業
振
興
）

問　

林
業
振
興
の
関
係
に
つ
い

て
、
マ
ツ
タ
ケ
山
の
造
成
の
内

容
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
を

伺
う
。

答　

マ
ツ
タ
ケ
に
つ
い
て
研
究

さ
れ
て
い
る
方
を
招
き
、
森
林

所
有
者
さ
ん
に
対
し
て
座
学
と

併
せ
て
森
林
所
有
者
さ
ん
か
ら

も
協
力
を
い
た
だ
き
、
現
地
で

の
作
業
を
行
い
た
い
。

商
　
工
　
費

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

幅
広
く
利
用
さ
せ
よ

（
生
活
支
援
）

問　

前
年

度
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付

き
商
品
券

が
す
ぐ
売
り
切
れ
て
、
特
定
の

人
し
か
購
入
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
は
、
村
民
が
公
平
に
受
益

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答　

30
年
度
か
ら
20
％
に
引
き

上
げ
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て

販
売
し
た
と
こ
ろ
、
売
れ
行
き

が
よ
く
す
ぐ
売
り
切
れ
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
予
算
を
倍
に

し
、
前
期
か
後
期
の
み
し
か
購

入
で
き
な
い
な
ど
購
入
の
制
限

を
し
、
幅
広
く
行
き
渡
る
よ
う

に
し
た
い
。

ま
つ
い
そ
解
体　

地
区
へ
の
説
明
は

（
観
光
整
備
）

問　

ま
つ
い
そ
解
体
と
い
う
こ

と
だ
が
、
地
区
と
相
談
し
な
が

ら
解
体
を
進
め
る
の
か
。

答　

村
政
懇
談
会
等
で
も
話
し

た
り
、
地
区
会
長
さ
ん
と
も
話

す
な
ど
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

教
　
育
　
費

先
生
と
の
懇
談
あ
る
か

（
教
育
行
政
）

問　

学
校
の
先
生
方
全
員
と
教

育
長
、
あ
る
い
は
担
当
者
と
１

年
に
１
回
で
も
話
し
合
い
の
場

は
あ
る
か
。
先
生
方
が
３
～
４

年
で
異
動
す
る
状
況
に
お
い

て
、
こ
ち
ら
か
ら
村
の
方
針
を

伝
え
る
、
あ
る
い
は
先
生
方
か

ら
要
望
等
を
聞
く
場
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

校
長
、
副
校
長
と
の
会
議

は
毎
月
あ
る
が
、
教
員
全
員
と

の
協
議
は
な
い
。
新
し
く
来
る

先
生
方
に
は
、
私
の
方
か
ら
普

代
の
教
育
に
つ
い
て
お
話
し
は

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

歳
　
　
入

立
木
売
払
い
収
入

（
森
林
整
備
）

問　

不
動
産
売
り
払
い
収
入
の

立
木
売
り
払
い
収
入
に
つ
い

て
、
内
容
を
伺
う
。

答　

村
有
林
大
沢
の
部
分
、
赤

松
、
杉
の
人
工
林
で
57
年
ほ
ど

経
過
し
た
も
の
、
そ
の
他
広
葉

樹
は
天
然
林
と
な
り
、
伐
期
が

経
過
し
た
部
分
で
面
積
が
61
・

５
ha
と
な
る
。
伐
採
後
は
広
葉

樹
へ
の
植
林
等
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
。

地
域
通
信
基
盤

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
生
活
基
盤
）

問　

村
内

の
家
庭
に

配
備
さ
れ

て
い
る
情
報
受
信
機
の
受
信
状

態
を
調
査
し
て
改
善
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

調
査
の
結
果
、
約
２
０
０

件
の
通
信
レ
ベ
ル
の
低
い
所
が

あ
っ
た
。
平
成
29
年
か
ら
31
年

に
か
け
て
安
定
し
て
使
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
順
次
改
善

し
て
い
る
。

■３月定例会－予算特別委員会の審議2

グラフで見る予算▲

ドライブレコーダー購入費 ……………　３２万円

▲

公園危険遊具撤去業務委託料 …………　６０万円

▲

三陸鉄道運営支援補助金 ………………８９９万円

▲

津波記念碑（中央区）修繕工事 ………１００万円

▲

災害後方支援拠点広場整備工事 ………７００万円

▲

地域活動拠点集会施設概要設計

　　調査委託料（茂市公民館）  …………１００万円

▲

地方創生推進交付金

　　移住就業支援事業 ……………………１００万円

▲

村長村議会議員選挙費 …………………４７０万円

▲

親子すくすく成長事業 …………………　２７万円

▲

向野場公民館、畜舎等、

　　高齢者活動施設屋根等修繕料 ………２４５万円

▲

有害鳥獣用ワナ購入費 …………………　３６万円

▲

田野畑村さけふ化場井戸改修工事

　　負担金 …………………………………４７１万円

▲

アワビ・ウニ天然蓄養実証実験

　　調査業務委託料 ………………………　６０万円

▲

沢漁港航路標識修繕工事 ………………１８５万円

▲

インバウンド教育旅行受入体制

　　構築事業 ………………………………６２５万円

▲

国立公園利用拠点整備支援事業

（くろさき荘別館解体、北緯４０度休憩

ハウストイレ改修、黒崎園地観光案

内サイン整備業務）…………………… ２億円

▲

カーボン・マネジメント強化事業

（くろさき荘）………………………２９１１万円

▲

地域活性化拠点施設「道の駅」

　　整備事業  …………………………  １億１０万円

▲

北の股川・力持川土砂撤去役務料 ……３００万円

▲

萩牛地区河川護岸整備工事 ……………２００万円

▲

消防車両購入費　………………………２２０９万円

■主な新規事業 （１万円未満切り捨て）　

一般会計予算の推移 基金・村債の推移

50

40

30

20

10

0

一般財源
特定財源

村債
基金

年度

億円

50

40

30

20

10

0

60
億円

Ｈ21 22 23 24 25 26 27 2928 3130 年度Ｈ21 22 23 24 25 26 27 2928 3130

２７
億
４
７
０
０
万
円

２８
億
１
７
０
０
万
円

２９
億
７
０
０
０
万
円

２１
億
２
９
３
０
万
円

２１
億
７
７
５
０
万
円

２３
億
７
３
０
０
万
円

４６
億
２
８
０
０
万
円

２８
億
９
３
６
０
万
円

２７
億
３
７
４
０
万
円

２９
億
９
２
０
０
万
円

３１
億
６
８
０
０
万
円

４０億８８５５万円

９億５６４０万円

２０億８１２１万円

１５億７２３２万円

４０億７８１５万円

４７億５３７０万円

役場屋上にある地域通信基盤アンテナ

老朽化が著しいまついそ

　　商品券の商店での取り扱いに

ついて、利用者のみならず商店の事情も

考慮し、換金サイクルを早めることも

いいかもしれないね。

先
生
方
、
い
つ
も　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

えんぞ～のひとこと！
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■３月定例会－補正予算の可決事項

小規模多機能ホーム隣りに完成した公民館

観
光
セ
ン
タ
ー
な
ど

４
施
設
を
指
定

▽
普
代
村
観
光
セ
ン
タ
ー
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
株
式
会
社

青
の
国
ふ
だ
い
▽
期
間
…
平

成
３１
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

３２
年
３
月
３１
日
（
１
年
間
）

▽
黒
崎
地
域
活
動
拠
点
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
黒
崎
地
区

自
治
会
▽
期
間
…
平
成
３１
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
３３
年
３

月
３１
日
（
２
年
間
）

▽
普
代
村
立
普
代
社
会
体
育

館
及
び
普
代
村
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉

法
人
　
普
代
村
社
会
福
祉
協

議
会
（
宇
部
由
明
会
長
）
▽

期
間
…
平
成
３１
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
３２
年
３
月
３１
日

（
１
年
間
）

▽
く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定

▽
指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉

法
人
　
普
代
福
祉
会
（
大
上

重
信
理
事
長
）
▽
期
間
…
平

成
３１
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

３３
年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

替
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
９
２

８
万
９
千
円
を
減
額
、
カ
ー
ボ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業

（
社
会
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
）

の
完
了
に
よ
り
５
１
９
万
６
千

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
の
金
額
の
決
定
、
入
札

残
、
事
業
執
行
残
に
よ
り
予
算

を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
公
共
施
設
等
整
備
基

金
積
立
金
７
６
２
万
８
千
円
な

ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

う
。
確
認
の
際
は
全
て
点
灯
し

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
再
度
業

者
に
確
認
す
る
。

排
水
施
設
の

管
理
方
法
は

（
ダ
ム
管
理
）

問　

農
地
開
発
の
基
幹
水
利
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
事
業

負
担
金
）
の
補
修
工
事
の
補
正

額
が
載
っ
て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
身
と
管
理

に
つ
い
て
伺
う
。

一
般
会
計
補
正
で

２
６
８
３
万
円
減

▽
一
般
会
計
補
正
予
算（
８
号
）

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
歳
出
に

２
６
８
３
万
２
千
円
を
減
額

し
、
総
額
で
31
億
３
３
２
４
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
減
額
は
、
南
浜
住
宅
建

街
路
灯
工
事

契
約
内
容
は

（
生
活
基
盤
）

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
・
街
路
灯

整
備
工
事
が
済
ん
で
か
ら
、
点

灯
し
な
く
な
っ
た
所
が
あ
る
。

何
も
説
明
が
な
い
の
で
地
区
と

し
て
も
対
応
で
き
な
い
。
ど
の

よ
う
な
契
約
内
容
で
あ
る
の
か

伺
う
。

答　

防
犯
灯
の
更
新
、
古
い
も

の
は
電
柱
等
の
架
け
替
え
と
い

う
契
約
内
容
で
あ
っ
た
と
思

答　

募
集
方
法
に
つ
い
て
は
、

一
般
社
団
法
人
移
住
交
流
推
進

機
構
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
や
活
動
情
報
が
載
っ
た
サ

イ
ト
が
あ
り
、
全
国
の
自
治
体

約
１
０
０
０
団
体
ほ
ど
が
そ
の

サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
本

村
で
も
活
用
を
し
て
い
る
。

地
域
支
援
事
業
の

内
容
と
募
集
方
法

（
老
人
福
祉
）

問　

久
慈
広
域
連
合
地
域
支
援

事
業
の
事
業
内
容
と
募
集
方
法

を
伺
う
。

答　

内
容
は
、
地
域
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
１

名
分
の
人
件
費
と
な
っ
て
い

る
。
働
い
て
い
た
方
が
辞
め
ら

れ
た
た
め
、
全
戸
に
チ
ラ
シ
の

配
布
や
職
業
安
定
所
を
通
じ
て

募
集
を
し
て
い
た
が
、
募
集
が

な
か
っ
た
。
今
年
の
１
月
か
ら

は
新
し
い
方
が
見
つ
か
り
、
今

そ
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

質

疑

完
成
時
期
の

前 

倒 

し 

を
（
学
校
整
備
）

問　

普
代
小
中
学
校
冷
房
設
備

事
業
に
つ
い
て
、
完
成
が
９
月

と
い
う
こ
と
だ
が
猛
暑
期
前
に

完
成
で
き
な
い
の
か
。

答　

教
室
の
中
で
の
工
事
と
な

る
の
で
、
夏
休
み
に
し
か
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
業
者

と
協
議
し
、
土
日
な
ど
に
で
き

る
か
検
討
し
て
み
る
。

協 

力 

隊 

の

募
集
方
法
は

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受

入
事
業
減
に
つ
い
て
、
人
材
定

着
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
募
集
の

方
法
を
伺
う
。

8

社
会
体
育
館
な
ど
４
施
設
を
指
定
管
理
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黒
崎
地
区
の
公
民
館
が
完
成
！

　
村
議
会
第
２
回
定
例
会
（
３
月
定
例
会
）
で
は
、

平
成
３１
年
度
予
算
の
ほ
か
、
平
成
３０
年
度
一
般
会

計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一

部
改
正
、
社
会
体
育
館
・
く
ろ
さ
き
小
規
模
多
機

能
ホ
ー
ム
な
ど
４
件
の
指
定
管
理
な
ど
２７
議
案
が

村
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

夜道を照らすＬＥＤ

答　

県
の
事
業
で
、
農
業
用
排

水
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
村
の
負
担
は
15
％

で
、
30
年
度
当
初
は
３
５
１
万

円
だ
っ
た
。
今
回
99
万
円
の
補

正
と
な
り
、
総
額
３
０
０
０
万

円
の
事
業
と
な
る
。
事
業
内
容

は
、
ダ
ム
管
理
等
の
動
力
や
照

明
の
配
電
盤
、
貯
水
計
な
ど
の

補
修
工
事
と
な
る
。
管
理
に
つ

い
て
は
、
何
か
あ
っ
た
時
対
応

す
る
形
で
進
ん
で
き
て
い
る
。

補
修
、
点
検
を
県
に
も
お
願
い

し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。
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休憩スペースとなっているテナント

商
品
券
補
助

の
見
直
し
を

（
住
宅
支
援
）

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
事
業
の
利
用
が
少

な
い
理
由
に
、
商
品
券
10
万
円

の
魅
力
が
少
な
い
こ
と
や
使
用

期
間
６
カ
月
の
短
さ
も
考
え
ら

れ
る
。
商
品
券
を
現
金
に
す
る

な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
分
が
20
件

２
０
０
万
円
、
浄
化
槽
分
80
万

円
で
計
２
８
０
万
円
の
予
算

計
上
で
あ
っ
た
。
実
績
は
リ

フ
ォ
ー
ム
が
８
件
80
万
円
。
浄

化
槽
が
２
件
20
万
円
。
予
算
よ

り
１
８
０
万
円
減
と
な
っ
た
。

地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
券
だ
け
で
な
く
現

金
も
組
み
合
わ
せ
て
の
補
助
も

検
討
す
る
。

選
挙
公
報
の

配
布
方
法
は

（
選
挙
公
報
）

問　

選
挙
公
報
の
配
布
に
つ
い

て
、
行
政
連
絡
員
を
通
じ
て
や

る
の
か
。
ま
た
選
挙
を
や
ら
な

い
と
き
に
は
中
止
す
る
の
か
伺

う
。

答　

配
布
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
国
政
選
挙
と
同
様
に
行
政

連
絡
員
を
通
じ
て
前
日
ま
で
に

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

無
投
票
の
場
合
は
行
わ
な
い
と

い
う
こ
と
が
基
本
に
な
る
。

▽
普
代
村
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例
の
制
定
（
参
考
１７
ペ
ー

支
払
っ
て
い
る
の
か
。

答　

テ
ナ
ン
ト
募
集
を
し
て
い

た
区
画
分
の
家
賃
は
、
使
用
し

て
い
る
「
青
の
国
」
で
支
払
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
分
の
精
算

も
計
上
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ

て
い
る
。質

疑

▽
普
代
村
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例
の
制
定
（
参
考
１７

ペ
ー
ジ
　
議
案
第
１５
号
）

▽
休
養
施
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
参
考
１７

ペ
ー
ジ
　
議
案
第
１２
号
）

質

疑

緑
の
村
会
計

ど
う
変
わ
る

（
財
産
管
理
）

問　

今
年
度
を
も
っ
て
特
別
会

ジ
　
議
案
第
１９
号
）

環
境
譲
与
税

使
用
用
途
は

（
森
林
政
策
）

問　

森
林
環
境
譲
与
税
は
森
林

に
関
わ
る
木
材
関
係
、
土
地
整

備
等
全
体
的
に
適
用
に
な
る
も

の
だ
が
、
特
用
林
産
物
関
係
に

も
利
用
で
き
る
も
の
な
の
か
。

答　

県
、
国
等
確
認
し
た
段
階

で
は
、
特
用
林
産
物
等
の
発
展

的
に
は
財
源
使
用
で
き
、
販
路

拡
大
の
面
で
も
使
用
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

▽
普
代
村
自
然
休
養
村
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

計
か
ら
緑
の
村
は
な
く
な
る
。

今
後
所
管
も
変
わ
り
、
管
理
等

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
。

見
直
し
も
将
来
必
要
に
な
る
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

一
般
会
計
に
移
行
し
総
務

費
で
の
管
理
と
農
林
商
工
課
の

管
理
に
な
る
。

答　

平
成
33
年
に
は
村
の
総
合

発
展
計
画
、
過
疎
計
画
、
も
ろ

も
ろ
の
計
画
も
見
直
し
に
な
り

新
し
い
計
画
の
も
と
で
ス
タ
ー

ト
す
る
。
そ
の
中
で
ま
つ
い
そ
、

緑
の
村
、
普
代
浜
、
黒
崎
と

例
（
参
考
１６
ペ
ー
ジ
　
議
案
第

２０
号
）

多
面
的
利
用
と
は

（
財
産
管
理
）

問　

多
面
的
利
用
と
は
ど
う
い

う
意
味
を
指
す
の
か
伺
う
。

い
っ
た
観
光
振
興
を
循
環
的
に

考
え
た
中
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

臨
時
職
員
退
職
金

積
算
の
根
拠
は

（
く
ろ
さ
き
荘
）

問　

く
ろ
さ
き
荘
の
報
償
費
３

万
３
０
０
０
円
に
つ
い
て
、
こ

れ
は
退
職
金
だ
と
思
う
が
、
積

算
根
拠
を
伺
う
。

答　

３
年
以
上
の
勤
務
実
績
に

応
じ
て
段
階
的
に
支
給
を
積
算

し
て
い
る
。
勤
続
10
年
以
上
の

方
で
上
限
は
50
万
円
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

▽
普
代
村
観
光
セ
ン
タ
ー
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
（
参
考

１６
ペ
ー
ジ
　
議
案
第
２３
号
）

質

疑

問　

テ
ナ
ン
ト
募
集
を
し
て
い

た
区
画
に
つ
い
て
、「
青
の
国
」

が
使
用
し
て
い
る
が
、
家
賃
を

答　

現
在
、
三
陸
沿
岸
道
路
の

工
事
業
者
が
宿
泊
で
使
用
し
て

い
る
が
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
完

成
で
業
者
が
い
な
く
な
る
と
、

宿
泊
利
用
が
減
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
現
在
の
行
政
財
産
の

状
態
で
は
使
い
方
が
縛
ら
れ
る

た
め
、
自
由
に
い
ろ
ん
な
目
的

で
使
え
る
よ
う
に
普
通
財
産
に

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

▽
普
代
村
簡
易
水
道
事
業
に
係

る
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道

技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
参
考

１６
ペ
ー
ジ
　
議
案
第
２１
号
）

村
で
の
対
応
と

改
正
内
容
詳
細

（
簡
易
水
道
）

問　

村
の
布
設
工
事
者
と
水
道

技
術
管
理
者
は
今
ま
で
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
改
正
で

ど
う
変
わ
る
の
か
伺
う
。

答　

村
で
は
、
５
年
以
上
水
道

に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
を
有

し
た
経
験
と
い
う
こ
と
で
、
担

当
係
長
が
水
道
管
理
者
と
し
て

仕
事
を
し
て
い
る
。

　

改
正
に
つ
い
て
、
学
校
教
育

法
の
改
正
に
よ
り
専
門
職
大
学

の
前
期
を
卒
業
し
た
者
は
、
短

大
卒
と
同
等
の
資
格
を
取
れ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
明
記
し

た
も
の
に
な
る
。
業
務
内
容
等

に
変
更
は
な
い
。

次の㌻から

「一般質問」

質問者と内容

12p

【１番目】

中
なか

上
がみ

 一
かず

登
と

 議員

村の課題を熱く議論！

13p

【２番目】

金
かね

子
こ

 泰
やす

男
お

 議員

14p

【３番目】

野
の

場
ば

 義
よし

時
とき

 議員
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工事業者が使用しているうねとり山荘

こどもまつりが行なわれていた緑の村



「
一
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質
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問
う
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説
明
会

の
開
催
、
チ
ラ
シ
の

配
布
な
ど
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。

　

巡
回
活
動
す
る
非
常
勤
職
員

の
配
置
が
な
さ
れ
な
く
と
も

ル
ー
ル
等
が
守
ら
れ
、
設
置
が

不
要
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

古
着
、
小
型
家
電
、

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
も
実
施

し
て
い
る
。
各
種
チ
ラ
シ
、
住

民
福
祉
通
信
を
活
用
し
た
り
、

現
在
分
別
等
の
冊
子
の
作
成
を

新
し
く
進
め
て
い
る
。

森
林
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

森
林
は
緑
の
ダ
ム
と

も
い
わ
れ
、
天
然
林

は
人
工
林
に
比
べ
保
水
力
に
優

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

将
来
望
ま
し
い
森
林
に
誘
導

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
お
考
え
な
の
か
伺
う
。

　

本
村
の

森
林
の
現
状
を
踏
ま

え
広
葉
樹
資
源
の
循
環
的
な
利

用
、
ア
カ
マ
ツ
人
工
林
の
資
源

活
用
と
広
葉
樹
へ
の
誘
導
、
ア

カ
マ
ツ
天
然
林
の
長
伐
期
施
業

を
基
本
的
な
考
え
方
で
推
進
し

て
ま
い
る
。

　

民
有
林
の
コ
ナ
ラ
造
林
に
単

独
か
さ
上
げ
を
行
い
、
７
～
８

割
助
成
で
の
施
業
、
森
林
環
境

直
接
支
払
事
業
の
拡
大
へ
の
奨

励
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
導
入
が
２
月

中
に
決
定
予
定
と
聞
く
が
、
所

有
者
に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

　

経
営
管

理
が
で
き
な
い
森
林

所
有
者
か
ら
意
向
に
基
づ
い
て

村
が
経
営
管
理
委
託
を
受
け
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
森
林
経
営

者
に
再
委
託
を
し
て
適
正
な
管

理
を
図
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
に

な
り
、
新
年
度
早
々
所
有
者
の

委
託
意
向
の
確
認
、
台
帳
の
整

備
な
ど
実
施
で
き
る
よ
う
に
進

め
た
い
。

　

私
有
の
人
工
林
で
再
委
託
で

き
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
、
村

が
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

管
理
等
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

村
内
の
関
係
業

者
は
久
慈
地
方
森
林
組
合
で
あ

る
。
私
有
林
の
う
ち
人
工
林
と

天
然
林
の
割
合
は
、
全
体
で
５

７
２
４
ha
、
人
工
林
は
約
３
割

の
１
８
５
４
ha
。
森
林
環
境
譲

与
税
は
、
来
年
暫
定
の
開
始
予

定
で
、
平
成
45
年
以
降
財
源
規

模
が
３
倍
に
増
加
し
、
32
年
度

か
ら
順
次
整
備
予
定
と
な
る
。

普
代
村
は
恵
み
の
多

い
海
が
あ
り
、
海
に

対
す
る
森
林
の
役
割
は
大
き
な

も
の
が
あ
る
。
森
林
整
備
を
し

な
い
が
た
め
川
の
水
量
も
減
り

山
が
荒
廃
し
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
豊
か
な

海
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
森
林

の
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

磯
資
源

が
大
変
厳
し
い
、
29

年
の
磯
も
の
の
水
揚
げ
が
極
端

に
減
っ
て
お
り
経
済
的
な
影
響

も
あ
る
。
日
本
海
側
等
々
含
め

磯
焼
け
が
進
ん
で
い
る
。

　

今
後
森
を
守
る
こ
と
と
合
わ

せ
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
。
今
後
の
ご
協
力
も
お
願

い
し
た
い
。

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て

消
費
生
活
が
豊
か
に

な
り
、
ご
み
の
量

も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。

　

収
集
処
理
費
も
増
加
し
財
政

負
担
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。
無

料
か
ら
有
料
に
す
る
自
治
体
も

出
て
き
て
お
り
、
本
村
は
無
料

を
継
続
す
る
の
か
、
有
料
を
検

討
す
る
の
か
伺
う
。　

本
年
度

本
村
の
久
慈
広
域
連

合
の
塵
芥
処
理
、
管
理
運
営
負

担
は
３
９
０
０
万
円
余
り
で
大

き
な
財
政
負
担
と
な
る
。

　

全
国
の
自
治
体
、
63
・
６
％

で
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
指
定
袋
の
手
数

料
加
算
方
式
、
負
担
の
公
平
性

の
確
保
な
ど
一
定
の
効
果
は
期

待
で
き
る
。

　

家
庭
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
徹
底
の
取
り
組
み
を

し
、
将
来
的
に
も
有
料
化
し
な

く
て
も
よ
い
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

分
別
が
徹
底
し
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
自

治
会
か
ら
指
導
員
を
委
嘱
し
出

し
方
を
指
導
し
た
ら
ど
う
か
。

る
制
度
と
認
識
し
て
い
る
。
配

置
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
伺

う
。　

　

県
の

会
議
で
も
こ
の
言
葉

は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
社

会
福
祉
士
の
専
門
家
と
い
う
こ

と
も
あ
り
探
す
の
も
大
変
で
は

な
い
か
。

　

普
代
村
の
場
合
、
巡
回
型
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
お

願
い
し
、
先
生
方
も
非
常
に
助

か
っ
て
い
る
。

今
回
の
働
き
方
改
革

の
趣
旨
等
は
、
保
護

者
へ
の
理
解
啓
発
は
ど
の
よ
う

に
広
め
よ
う
と
お
考
え
か
。

　

例
え

ば
新
年
度
か
ら
始
ま

る
中
学
校
の
部
活
動
は
保
護
者

会
を
開
い
て
ど
う
や
っ
て
い
く

か
保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　

最
終
的
に
は
子
ど
も
た
ち
の

た
め
で
、
健
や
か
な
成
長
が
学

力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
根

本
に
あ
る
こ
と
を
持
っ
て
進
め

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

岩
手
県
教
職
員
組
合

よ
り
１
月
に
「
教

職
員
の
長
時
間
労
働
に
係
る
予

算
要
望
」
が
あ
っ
た
。
学
校
の

働
き
方
改
革
は
、
直
接
子
ど
も

た
ち
へ
関
わ
る
重
要
な
改
革
だ

が
、
今
後
こ
の
改
革
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
の

か
伺
う
。

　

根
本

的
改
革
は
国
の
制
度

改
革
、
教
職
員
の
定
数
改
善
等

条
件
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
県

教
育
委
員
会
に
も
再
三
要
望
し

て
い
る
。

　

本
村
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
普
代
村
部
活
動
の
在
り

方
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
、

新
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

　

優
先
課
題
と
し
て
、
勤
務
時

間
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め

に
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
を

31
年
度
中
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。タ

イ
ム
カ
ー
ド
導
入

に
当
た
っ
て
の
問
題

点
は
何
か
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
な
の
か
ど
う
か
伺
う
。

　

遠
征

や
出
張
の
場
合
は
タ

「
一
般
質
問
」

問
う

中
上
一
登

教師の超過勤務
管理はどうする
まずはタイムカード導入から

三船教育長

質
問

質
問

答
弁

イ
ム
カ
ー
ド
は
な
じ
ま
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
の
み
で
把
握
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
な
ど
も
検
討
し
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
く
。

タ
イ
ム
カ
ー
ド
を

し
っ
か
り
と
時
間

ど
お
り
に
打
つ
と
い
う
の
が
重

要
。
そ
の
た
め
の
学
校
の
意
識

の
醸
成
と
い
う
こ
と
は
ど
う
考

え
る
か
。

　

出

勤
・
退
勤
の
時
間
を

先
生
が
意
識
し
て
学
校
の
共
通

理
解
と
し
て
取
り
組
む
。

　

健
康
管
理
の
観
点
か
ら
も
、

問
題
が
あ
っ
た
時
の
ケ
ア
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
。

　

た
だ
単
に
勤
務
時
間
を
管
理

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
を
守
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

質
問

答
弁

答
弁

意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

最
近
、
過
重
労
働
や

残
業
手
当
て
に
つ
い

て
裁
判
を
起
こ
し
て
い
る
教
師

の
訴
え
が
あ
る
。
労
働
法
制
上
、

教
育
委
員
会
は
学
校
に
対
し
て

服
務
監
督
者
で
あ
り
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
超
過
勤
務
を
減

ら
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

ほ
か

の
例
で
も
、
残
業
手

当
て
が
出
な
い
の
に
時
間
管
理

し
て
も
無
駄
で
あ
り
タ
イ
ム

カ
ー
ド
の
導
入
が
必
要
な
の
か

と
の
意
見
も
あ
る
と
聞
く
。

　

時
間
を
管
理
す
る
の
は
、
自

分
た
ち
の
健
康
を
管
理
す
る
と

い
う
意
識
改
革
だ
と
捉
え
て
い

る
。

　

教
育
委
員
会
で
と
い
う
よ

り
、
現
場
と
き
ち
っ
と
協
議
し
、

先
生
た
ち
の
理
解
を
得
な
が
ら

学
校
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
だ

ろ
う
と
思
う
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ク
ー

ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
、
多
忙
な
先
生
の
一
助
と
な

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

金
子
泰
男

ごみ処理問題
分別の徹底を
チラシ配布などルールの順守を

柾屋村長

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

一般的なタイムカード。どういった
ものが導入されるのだろうか。　　

クリーンアップでゴミを分別する村職員
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「
一
般
質
問
」

問
う

で
い
く
べ
き
と
の
議
員
の
ご
指

導
も
共
有
も
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消

策
と
し
て
、
村
が
放

棄
地
を
借
り
受
け
各
地
区
の
高

齢
者
等
の
皆
さ
ん
に
耕
し
て
も

ら
い
、
そ
の
収
穫
物
を
子
供
た

ち
に
振
る
舞
う
事
業
が
あ
っ
て

も
よ
い
と
考
え
る
が
そ
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

　

本
単
独

事
業
と
し
て
、
耕
作

放
棄
地
の
防
止
と
再
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
新

規
作
物
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事

業
・
栽
培
拡
大
事
業
を
創
設
し

３
団
体
が
取
り
組
み
中
で
あ

る
。
農
地
を
借
り
受
け
る
こ
と

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

村
職
員
の
育
成
及
び

職
場
環
境
に
つ
い
て

こ
こ
数
年
、
普
代
村

職
員
・
臨
時
職
員

が
離
職
し
他
所
で
働
い
て
い
る

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

　

村
で
の
労
務
管
理
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
な
か
っ
た
の
か
、
村

長
の
考
え
を
伺
う
。　

長
時
間

労
働
の
縮
減
に
つ
い

て
、
無
駄
の
排
除
、
課
内
連
携

の
強
化
等
、
業
務
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

労
務
管
理
等
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

年
２
回
、
高
ス
ト
レ
ス
者
へ
の

相
談
会
は
医
大
の
医
師
に
よ
り

年
３
回
行
っ
て
い
る
。

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
も
留
意
し
、
全
職
員
向
け

の
研
修
会
の
開
催
、
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

村
内
里
山（
耕
作
放
棄
地
）

の
環
境
整
備
に
つ
い
て

近
年
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
労
働
者
不

足
、
減
反
政
策
等
に
よ
り
村
土

の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
が
、
荒

廃
し
た
ま
ま
の
環
境
を
最
善
の

手
立
て
を
し
て
次
の
代
に
引
き

継
ぐ
べ
き
と
思
う
が
、
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

　

農
地
等

の
荒
廃
が
進
む
と
病

害
虫
、
鳥
獣
被
害
の
発
生
に
も

つ
な
が
り
農
業
経
営
へ
の
影
響

も
出
て
く
る
。

　

適
切
な
管
理
と
循
環
的
な
利

用
を
推
進
し
つ
つ
、
国
・
地
方

あ
る
い
は
も
ろ
も
ろ
の
主
体
や

国
民
全
体
で
こ
れ
を
引
き
継
い

野
場
義
時

耕作放棄地の
環境整備を
適切な管理で荒廃防止を

柾屋村長

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

請願・陳情

　３月定例会に提出された請願は１件、陳情は３件でした。総務常任委員会（金子泰男委員長）、

産業経済常任委員会（野場義時委員長）で審査した結果、次の３件を採択、もう１件は継続審

査とすることに決定。本会議でも全員賛成し、発議案として国に意見書を提出しました。

第
３
回
臨
時
議
会

／26３

　

村
議
会
第
３
回
臨
時
議
会
は
、
３

月
26
日
開
会
、
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。
審
議
し
た
案
件
は
、
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
30
年
度
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
３
件

を
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
業
費
確
定
な
ど

５
千
万
円
を
減
額

▽
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）

　

補
正
額
５
１
８
８
万
５
千
円
を
減

額
し
、
総
額
で
30
億
８
１
３
５
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
水
産
物
供
給
基
盤
機

能
保
全
事
業
委
託
料
３
９
２
０
万
５

千
円
、
新
魚
市
場
建
設
検
討
委
員
会

補
助
金
で
市
場
視
察
の
実
施
を
見

送
っ
た
こ
と
に
よ
り
30
万
円
減
額
と

し
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
営
事
業
費

の
確
定
に
よ
り
堀
内
漁
港
施
設
地
元

負
担
金
４
３
７
万
６
千
円
は
増
額
と

し
ま
し
た
。

 

こ
ん
な
こ
と
が
、
決
ま
り
ま
し
た

第
１
回
臨
時
議
会

／28１

　

村
議
会
第
１
回
臨
時
議
会
は
、
１

月
28
日
開
会
、
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。
審
議
し
た
案
件
は
、
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
30
年
度
休
養
施

設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
２

件
を
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

学
校
冷
房
設
備
工
事

１
８
０
０
万
円
計
上

▽
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

　

補
正
額
２
５
２
１
万
９
千
円
を
増

額
し
、
総
額
で
31
億
６
０
０
７
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
積
立
金
の
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
３
０
０
万
円
と
そ
れ
に
伴

う
委
託
料
な
ど
１
５
３
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の

冷
房
設
備
工
事
費
と
し
て
１
８
７
５

万
２
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
普
通

教
室
等
に
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
17

台
設
置
す
る
予
定
で
す
。

請願・陳情人 内　　　　　　容

久慈地域労働組合連合会
・ 最低賃金の地域間格差は労働力の流出を招き、地方の経済を疲弊させる大きな要
因になっている。そのため、最低賃金の引き上げや全国一律最低賃金制度の確立
などを求めるもの。

日米地位協定を見直す会
・ 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨を支持し、日米地位協定の見
直しと地方自治の権限を保証することを求めるもの。

一般社団法人　　　　　
　　　　　日本熊森協会

・ 戦後の拡大造林政策により造林された人工林のうち３分の２が、間伐もされず放
置され大荒廃している。よって、森林環境譲与税の使途に「放置人工林の天然林
化」を明記することや、天然林化のための補助金制度の充実を求めるもの。

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請願願願願願願願願願願願願願願願願願・・・・・陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
皆さんからの

請願１件・陳情２件を採択

農地パトロールにでかける農業委員

職員研修をする村職員
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 ◆３月定例会で 決まった議案◆
議案番号等 議　　　　　　　　　　案 審議結果

議案第１号 31年度　一般会計予算

可　決
（全員賛成）

議案第２号 31年度　国民健康保険特別会計予算

議案第３号 31年度　国民健康保険診療施設特別会計予算

議案第４号 31年度　簡易水道特別会計予算

議案第５号 31年度　休養施設事業特別会計予算

議案第６号 31年度　漁業集落排水事業特別会計予算

議案第７号 31年度　後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第８号 30年度　一般会計補正予算（第８号）
　補正額 2683 万 2 千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 31 億 3324 万 2 千円にしました。

可　決
（全員賛成）

議案第９号 30年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　補正額 1800 万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 4億 3181 万 4 千円にしました。

議案第10号 30 年度　国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第２号）
　補正額 1824 万円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 2億 4500 万円にしました。

議案第11号 30年度　簡易水道特別会計補正予算（第５号）
　補正額 281 万 8千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1億 935 万 3千円にしました。

議案第12号 30年度　休養施設事業特別会計補正予算（第５号）
　補正額 1883 万円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1億 4688 万 2 千円にしました。

議案第13号 30年度　漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額の増減はなく、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 2547 万 2 千円にしました。

議案第14号 30年度　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額 50 万 5千円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 3180 万 5 千円にしました。

議案第15号 普代村選挙公報の発行に関する条例の制定
　普代村議会議員及び普代村長の選挙における選挙公報を新たに発行するための条例を制定するもの。

可　決
（全員賛成）

議案第16号
普代村地域活動拠点施設設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例
　老朽化に伴う黒崎地区公民館の新築整備が完了し、公共施設として村が設置及び管理運営することから名称・
位置を同条例に追加するもの。名称は「黒崎地域活動拠点施設」。

議案第17号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　平成 31 年度から職員配置等をするために、社会福祉士等の職務を追加し所要の改正を行うもの。

議案第18号 普代村特別会計条例の一部を改正する条例
　平成 31 年 3月 31 日をもって休養施設事業会計から緑の村勘定を廃止するため、所要の整備をするもの。

議案第19号

普代村森林環境譲与税基金条例の制定
　森林管理システムが新たに施行され森林環境譲与税が平成 36 年から課税されることから、林業運営の効率化
及び森林管理の適正化の一体的な促進を図り、もって林業の持続的な発展及び森林の多面的機能の発揮に資する
ことを目的とした、市町村による森林整備に対する費用の財源とするための基金設置に係る事項を定めるため条
例を制定するもの。

議案番号等 議　　　　　　　　　　案 審議結果

議案第20号
普代村自然休養村施設設置条例の一部を改正する条例
　鳥居のうねとり山荘に関し現在食堂営業等には使用されていないことから、今後普通財産として多面的に利用
するため改正をするもの。

可　決
（全員賛成）

議案第21号

普代村簡易水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正す
る条例
　学校教育法の一部を改正する法律が平成 31 年 4月 1日に施行されたことに伴い、水道法令関係の改正が必要
となり布設工事監督者及び水道技術者の資格の要件を改めるもの。

議案第22号 財産の無償譲渡に関し議決を求めること
　三陸鉄道リアス線開業に伴う鉄道事業の用に供するため、無償譲渡するもの。譲渡者は三陸鉄道株式会社。

可　決
（全員賛成）

議案第23号 普代村観光センターに係る指定管理者の指定
　上記センター管理者を株式会社青の国ふだいに指定。指定期間は平成 31年 4月 1日から平成 32年 3月 31日。

議案第24号 黒崎地域活動拠点施設に係る指定管理者の指定
　上記施設の管理者を黒崎地区自治会に指定。指定期間は平成 31 年 4月 1日から平成 33 年 3月 31 日。

議案第25号
普代村立普代社会体育館及び普代村自然休養村管理センターに係る指定管理者の指定
　上記施設の管理者を社会福祉法人普代村社会福祉協議会に指定。指定期間は平成 31 年 4 月 1 日から平成 32
年 3月 31 日まで。

議案第26号
くろさき小規模多機能ホームに係る指定管理者の指定について
　上記ホームの管理者を社会福祉法人普代福祉会に指定。指定期間は平成 31 年 4 月 1日から平成 33 年 3 月 31
日まで。

議案第27号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について
　辺地に係る公共的施設の総合整備のために、黒崎・堀内・鳥茂渡辺地の整備計画を策定。計画は平成 31 年か
ら平成 35 年までの 5年間の村道道路改良工事等を行うもの。

発議案
第１号

「全国知事会の『米軍基地負担に関する提言』の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす
日米地位協定の見直しを国に求める意見書」の提出
　辺野古の米軍新基地建設に関し国は沖縄県民の民意を無視し工事を進めていることから、全国知事会で米軍基
地負担に関する提言をした日米地理協定の見直し、また地方自治の権限を保証することなどを国に要望するもの。

可　決
（全員賛成）

発議案
第２号

「奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税で順次計画的に皆伐を進め、天然林
に戻すことを求める意見書」の提出
　森林環境税及び森林環境譲与税の使途に、「放置人工林の天然林化」や補助金制度の創設などを国に要望する
もの。

発議案
第３号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出
　労働者の 4割が非正規雇用化・最低賃金も地域間格差が大きく若い労働者の都市部への流出を招いている状況
にあることから、全国一律最低賃金制度の確立、地域間格差の縮小、中小企業とその労働者の社会保険料負担や
税の減免制度などの実現を国などに要望するもの。

村長が提案した案件に対して、議員個々が可否を表明

することが議会の重要な使命で、議会の意思決定が「議決」です。

議決事項は条例の制定や改廃、予算、重要な契約、財産の

取得、処分などが挙げられます。

総予算 39 億 2230 万円
２～７ページで解説！

関連
８～11ページ
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事務局
日誌から １月２８日～４月２８日議会の動き
月　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者
１月２８日 役場 議会運営委員会、村議会第 1回臨時会、議会全員協議会 各委員、各議員

３１日
盛岡市 県町村議会議長会第 4回定例理事会 中村議長
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
久慈市 県道普代小屋瀬線道路改良事業の事業採択に向けた懇談会 中村議長、熊谷副議長

２月　５日 くろさき荘 東部町村議会議長会議員研修会及び議員交流会 各議員
１０日 矢巾町 鵜鳥神楽矢巾巡行視察 中村議長、中上・正路・金子議員
１２日 久慈市 久慈広域連合議会議員全員協議会 大上・野場議員

１８～１９日 盛岡市 東部町村議会議長会宮古・釜石地区選出岩手県議会議員と
の懇談会及び臨時総会 中村議長、熊谷副議長

１９日
盛岡市 県町村議会議長会第 70 回定期総会、歴代会長を囲む会 中村議長
野田村 野田・普代岩友会 熊谷副議長

２０日
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会議員全員協議会 熊谷議員
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

２１日
久慈市 第 15 回久慈広域連合議会定例会 大上・野場議員
くろさき荘 しいたけ推進協議会設立 30 周年記念行事 中村議長、野場産業経済常任委員長

２６日 久慈市 第 22 回久慈地方森林組合通常総代会 中村議長

２７日 役場
議会運営委員会

各委員
総務常任委員会

２８日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
３月　３日 中央区・太田名部 津波記念日慰霊祭 中村議長、熊谷副議長

３月５～８日 役場 村議会第 2回定例会 各議員
９日 普代中 普代中学校卒業式 各議員
１０日 管理センター 第 10 回普代村社会福祉大会 各議員

１１日
大槌町 大槌町東日本大震災津波追悼式 中村議長
役場 3.11 防災を考える日 各議員

２０日
普代小 普代小学校卒業式 各議員

宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会運営等に関する協議及
び議員全員協議会・同議会 3月定例会 熊谷議員

２２日 はまゆり子ども園 はまゆり子ども園卒園式 各議員
２３日 宮古市 三陸鉄道リアス線開通記念式典・祝賀会 中村議長

２５日
盛岡市 岩手県漁港漁村協会平成 30 年度第 4回理事会 中村議長
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

３月２６日 役場
議会運営委員会、村議会第 3回臨時会 各委員、各議員
議会広報常任委員会 各委員

２８日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
４月　４日 普代中 普代中学校入学式 各議員

６日 くろさき荘 村消防団歓送迎会 中村議長
８日 普代小 普代小学校入学式 各議員
９日 はまゆり子ども園 はまゆり子ども園入園式 各議員
１３日 久慈市 鈴木俊一さんを囲む早春の集い 中村議長
２１日 岩泉町 元県議会議員佐々木大和氏お別れの会 各議員
２２日 役場ほか 河津町議会議員行政視察研修 各議員
２５日 くろさき荘 自営定置網舟夫揃のお祝い 中村議長

２６日
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

２８日 普代中学校校庭ほか 村消防団特別点検 各議員
　本号「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）から見るこ
とができます。トップページ、行政情報、右端にある議会事務局に掲載いたします。ご覧ください。

お知らせ

議場以外の議会活動

　２月５日、東部町村議会議長会

(中村裕会長）の議員研修会が開

催されました。下閉伊地区５町村

より57名の方が参加し、宮古市

副市長桐田様より、「広域連携に

よる“みんな勝ち(価値)”」と題

し講演をいただきました。

くろさき荘で議員研修会

　２月18日、盛岡市で東部町村

議会議長会初めての宮古・釜石地

区選出県議会議員との懇談会を開

催しました。下閉伊地区５町村の

正副議長と事務局長が参加し、県

議との貴重な意見交換を行いまし

た。

県議との懇談会を開催

○
新
局
長
の
紹
介

　
　
議
会
事
務
局
長

　
　
　
松
葉
　
義
人

　

４
月
１
日
よ
り
、
教
育
委
員
会

事
務
局
か
ら
異
動
と
な
り
、
議
会

事
務
局
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
事
務
局
で
の
仕
事
は
初
め
て

で
す
が
、
自
分
な
り
に
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
事
務
局
は
村
議
会
の
庶
務

的
事
務
や
議
長
及
び
議
員
の
職
務

を
補
助
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
新
た
な

業
務
に
慣
れ
、「
開
か
れ
た
議
会

運
営
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
年
４
回
の
定
例
会
や

臨
時
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。



ふだい議会だよりは
スマートフォンでも
ご覧になれます。
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今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。　一緒に考えよう　この村のカタチ。

議
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広
報
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委
員
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森

田

幸

一

正

路

正

敏

中

上

一

登

嵯

峨

典

行

▼
今
年
最
後
の
仕
事
に
な
り
ま
し

た
。
４
年
前
の
人
口
は
２
９
０
０

人
足
ら
ず
で
し
た
。
現
在
２
７
０

０
人
を
切
り
ま
し
た
。
12
年
後
に

は
２
０
０
０
人
を
割
る
ペ
ー
ス
で

す
。
日
本
で
見
る
と
、
終
戦
後
の

７
２
０
０
万
人
ま
で
減
る
の
で

し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
と
と
も
に

移
動
時
間
の
短
縮
と
機
械
化
は
必

須
と
な
り
ま
す
。
終
戦
後
と
は
環

境
が
違
っ
て
い
ま
す
。
生
産
能
力

は
あ
り
ま
す
の
で
、
人
手
不
足
を

補
う
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
無

人
化
が
進
ん
で
い
く
し
か
な
い
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
住
み
や
す
い

時
代
に
変
わ
っ
て
い
く
気
が
し
て

楽
し
み
で
す
。　
　

（
中
上
一
登
）

▼
新
し
い
元
号
「
令
和
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
令
和
に
は
、
人
々
が

心
を
寄
せ
合
い
、
平
和
で
文
化
が

栄
え
る
よ
う
に
と
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
令
和
も
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
と
も
に
平
和
に
暮
ら

せ
る
時
代
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

（
森
田
幸
一
）

あ
と
が
き

未来予想図　Fudai
V O I C E

牛乳かりんとうが好き！
川
かわ

向
むかい

　渉
ただ

翼
すけ

さん（普代中３年）

先生になりたい！

前
まえ

川
かわ

　愛
あい

理
り

さん（普代小６年）

　村議会定例会は、３月、６月、９月、12 月の年

４回、役場３階の議会議場で開かれます。議員は議

場でどんな発言をしているのか、また、どんな村づ

くりを考えているのか、今後の村の方向性を直接聞

くことができる良い機会です。ぜひ、お越しくださ

い。

　また、役場１階にある村民ホールのテレビでも議

会中継を見ることができますので、お気軽にどうぞ。

　３月定例会の議場での傍聴者は 34 人でした。

議会にお出
い

でください。

次回は６月上旬を予定
議会の傍聴をお待ちしています!!

問＝議会事務局（☎35－2118）

　好きなものは、下川原商店さんの牛乳かりん

とうです！

　将来は、具体的には決まっていませんが、人

のためになる仕事ができればと考えています。

　村では、高齢化も進んでいて、商店が早く閉ま

るのは寂しく感じます。三沿道の完成が近づい

ているので、それを生かしたパーキングのよう

に休憩できるところがあればいいと思います。

　歩いているときにあいさつをしてくれて、地

域のみんなが仲よしだと思います。

　夢は、学校の先生になることです。前に夢先

生という活動で、先生が夢を持つことはすばら

しいと言っていました。未来の子どもたちに夢

を持ってほしいと思います。

　将来は、芝生の公園など、みんな集まって遊

べる場所があればいいな。


